


















































































































経験年数 0-3年 4-5年 6-9年 10年- 20年～ - 合計(%)
人数 142(26.7) 68(12.0) 81(14.2) 149(26.2) 119(20.9) 569(100.0)
未婚 146(25.6) 61(10.7) 62(10.9) 69(12.9) 24(4.3) 362(63.6)
既婚 6(1.1) 7(1.2) 19(3.3) 80(14.1) 95(16.7) 207(36.4)
子供無 128(23.7) 63(ll.7) 66(12.2) 70(13.0) 23(4.2) 350(64.9)
子供有 4(0,白) 3(0.6) 9(1.7) 75(13.9) 98(18.2) 189(35.1)
単身 96､(16.4) 48(8.2) 49(8.4) 47(8.1) 20(3.4) 260(44.7)









分 類 調 査 項 目 平均±SD x2値 P
能力発揮適性自律性やりがい 看護婦として自分の能力は発揮できる 2.96±0.78 52_5***
自分は看護婦に通していると思う 2.96±0.87 56.8 ***
看護の専門性や自律性が尊重され,創意工夫ができる 2.85±0.88 48.2 ***
仕事にやり甲斐を感じる 3.48±0.87 30.0
人間関係対人負担 職場で人間関係のトラブルがある 2.47±1.09 28.3
最近,職場で不快な出来事があった 2.86±1.23 33.6
職場で人に気配りやサポー トをすることが負担に感じる 2_95±1.02 27.2
職場の人に仕事の指導やキャリアの向上に責任をもつ 3.05±0.81 37.2*
患者や家族に裏切られたように思うことがある 2.31±0.87 29.4
意欲の低下 仕事が障性になったり, マンネリ化している 3_24±0.92 61.7***
職場での学んだりよくしようとする意欲 3.24±0.92 45.7**
今後この職場で自分のキャリ7(経験t地位)や能力をどう伸ばせるか見通しがたたない 2.68 88 4_
自分が行っている看護や医療について疑問や無力感を感じる 3.45±0.88 51.9***
学生時代に習った看護と現実の看護とはギャップがある 3.70±0.86 34.4
仕事量質負担 しなければならない課題や仕事の量が多すぎる 3.57±0.92 42.5*
職場では自分の技能や能力以上の仕事が要求されている 3.04±0.73 26.7
研修会やカンファレンス .研究 .諦習などが多く負担に感じる 3.45±1.00 40.7
仕事をすることに,不安や負担を感じる 3.34±0_99 65.3 ***
仕事上のサボ- ト 職場の友人に辛いこ′とや悩みについて何でも相談できる 3.24±0.92 74.1***職場では困った時や落ち込んだ時,援助や助言が得られやすい 3.24±0_93 55.1
職場以外の友人からの精神的なサポー トがある 3.62±1.05 87.9***
気質 .行動特性 仕事を休んだり何もしないでいると悪い気がする 3.22士1.29 35.2歩いたり,食べたりするのが他の人より早い 3.41±1.12 37.7*
早くできる仕事を他の人がゆっくりしているとイラ立つ 3.39±1.03 45.9 **
個人の体調悩み 出勤前なんとなく職場に出るのがいやな気持ちになる 3.31±1,10 67.4***
体の調子が悪くても無理して出勤することがある 3.98±1.05 33.8
自分の健康 .体力への自信 3.09±1.15 45.6 **
最近 (過去3-6カ月の間)に病気で仕事を休んだ 1_82±1.44 39.6 *
〝自分のことで悩んだ 3.46±1.23 81.4 ***









経験年数は1-3年142名 (26.7%), 4- 5年


















項 目 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 第5因子 第6因子
自己実現の因子
看護婦として自分の能力は発揮できる -.7728 -.0637 -.0406 -.0580 -.0612 -.0229
自分は看護婦に適していると思う -.7272 -.0424 -.0476 -.0643 .0323 .0624
看護の専門性や自律性が尊重され,創意工夫ができる -.6406 -.0979 -_0273 -.0427 .0628 .0117
仕事にやり甲斐を感じる -.4520 -.1705 -.2933 -.0388 ,2038 .0342
人間関係 .対人責任の負担因子
職場で人間関係のトラブルがある -.0095 .7006 .0938 .0278 -_1014 _0596
最近,職場で不快な出来事カ子あった .1675 .6400 .0851 .1745 -.0138 ,0683
職場で人に気配りやサポー トをすることが負担に感じる .1599 .5391 .1284 .1309 -.0767 .0704
意欲 .理念の喪失の因子
仕事が惰性になったり,マンネリ化している .1385 .0946 .6035 -.0207 -_0843 .0314
自分が行っている看護や医療について疑問や無力感を感じる .1939 .0916 .5253 ､1020 千.0071 -.0426
しなければならない課題や仕事の量が多すぎる -.0121 .0671 .0709 .5892 丁.0724 .0231
職場では自分の技能や能力以上の仕事が要求されている -.0387 .1242 -.0016 .5132 .0348 -.0763
研嘩合やカンファレンス.研究.#習などが多く負担に感じる .1456 .0754 _1774 ､4677 -.0678 .0682
サポート因子
職場の友人に辛いことや悩みについて何でも相談できる -.1063 -.0575 -.0532 -.0231 .6838 -.0900
職場では困った時や落ち込んだ時,援助や助言が得られやすい -.1734 -.2404 -.0803 -,0543 .5260 .0607
職場以外の友人からの精神的なサポー トがある .0076 .0570 .0808 -.0207 .4769 -.0529
ライフイベントの因子
最近身内に病気.問題行動.金銭問題などの悩みがあった -.0495 .1125 .0077 .0789 -.0726 .5434
〝身内に結婚.独立.進学.別敵死などの変化があった -.0734 .0790 -.1516 .0411 .0006 .4893
最近病気で仕事を休んだ .0163 -.0341 .0686 -.0816 -.0158 .4382
因子負荷量2乗和 2.4894 1.6424 1.4338 1.2726 1.2327 0.9671



































































































































































目としては ｢身内に病気 ･問題行動 ･金銭問題な









































が若いほど,その傾向があった (x 2-67.4 P<
0.001)O｢自分のことで悩んだ｣3.46±1.23で,育
定率58.5%,年齢が若いほど悩んでいる傾向が高












































































































































































Occupational stress and moderator factors were investigated in 585 nurses working in two pubric
hospitals local cities. As occupational stresser "too hevey labor" was most frequent in complaiment
items.
The following factors were extracted by varimax analysis, CD self-expression, @ human-relation
and personal reponsibility, ® lost of will and ideology, @ loaded labor, ® support, ® life-event. It
was observed that CD self-expression, ® lost ofwill and ideology, @ loaded labor were denayed by
younger nurses, but ® support was increased with age. Accordingly, younger nurses felt that they
couldn't show their abilities, they lost their will, their duties were heavy, but along with age, they
felt they could exhibit their abilities, willing to work, their burdens were not heavy. The younger
the nurses, the more the supports were given, and they received fewer supports with age. In
conclusion, quality and quantity of occupational stress and moderator change with age and occupa-
tional carrier.
Key words: nurses, occupational stress, moderator factors, carrier.
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